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1. はじめに	 

1.1 背景	 

	 白川は熊本市の中心市街地を接するように流れてお

り、白川の整備は昭和 28 年の西日本水害（以下、6.26

水害）後の昭和 31 年から始まっている。市街部（中心

市街地周辺）では部分改修がそれまで行われていたが、

平成 15 年に緊急対策特定区間として市街部の本格的

な改修を開始している。同区間の中でも「緑の区間」

では、緑保全についての議論が行われ、防災と景観ど

ちらも配慮した整備が進められている。よって白川整

備の経緯や緑の区間整備の経緯を調査し、さらに現整

備計画形成の経緯を分析することで、環境に配慮した

公共工事への私見を得ることは重要だと考えられる。	 

1.2 目的	 

	 図 1 に本研究の目的を 3点示した。①白川整備の全

体像についてその経緯を整理する。②緑の区間の改修

計画や整備の経緯を詳査する。③緑の区間における緑

保全についての議論を分析し考察する。それらから、

環境に配慮された公共工事への示唆を得ることとする。	 

 
図 1.目的のフロー	 

1.3 対象地	 

	 緑の区間とは、白川に架かる明午橋と大甲橋の間の

区間及び周辺のことである。大甲橋から望む、両岸の

木々と背景にある立田山の緑の連なりは「森の都くま

もと」の象徴とされている。

	 

図	 2.市街部と緑の区間の範囲	 

1.4 研究の方法	 

	 表 1 にあげる行政資料、新聞記事、郷土誌等を調査

する。さらに、文献として残っていない事柄や文献調

査で確認できた事柄の背景を明らかにするために、白

川整備の関係者に対する聞き取り調査を行う。聞き取

り調査対象者を表 2に示す。 
表	 1.白川整備に関する文献	 

	 

表	 2.ヒアリング対象者	 
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2. 白川整備の概要	 

2.1 白川整備の経緯	 

	 白川は昭和初期まで、幾度も洪水の被害を被ってき

たが、本格的な改修はほとんど行われなかった。昭和

28 年に 6.26 水害｛最大洪水流量（以下、洪水規模）

3200—3400	 m３/s｝が起き、白川流域住民に甚大な被害

（死者行方不明者 422 名、橋梁流出 85 橋、浸水家屋

31145 戸）を及ぼした。それを契機として白川の整備

が行われることとなった。同水害発生の翌年、白川改

修基本計画が国により策定された。それにより、小蹟

橋から河口まで（約 17.3km）は国の直轄管理区間とな

り、国による白川整備が始まった。法制度、熊本市の

経済状況の変化、洪水の流量と頻度等影響を受け、整

備計画が変更し現整備計画に至ることが分かった。表

1に国の直轄管理区間と緑の区間の整備の経緯を示し

た。	 

表	 3.白川及び緑の区間整備の経緯	 

	 

2.2.策定された複数の計画の要因	 

	 昭和 28 年の白川改修基本計画、昭和 42 年の白川水

系工事実施基本計画、昭和 55 年の白川水系工事実施基

本計画（改訂）、平成 12 年の白川水系河川整備基本方

針、平成 14 年の白川水系河川整備計画（以下、現計画）

の 4計画・1 方針がある。	 

	 現計画は、基本高水流量 2300	 m３/s、計画高水量 2000	 

m３/s、洪水調節量 300	 m３/s（基準地点代継橋）である。

今後 20-30 年に 8.30 水害、7.2 水害と同程度の洪水流

量(2300	 m３/s)を安全に流下させる整備が目標とされ

ている。現計画において緑の区間は一番の検討課題で

あり論点となった部分である。	 

3.緑の区間整備	 

3.1 緑の区間整備の経緯と時代区分	 

	 1 章で述べた通り、緑の区間は現計画策定以後整備

が始まった。よって、現計画が策定される以前は整備

方法の議論中心、以後は現計画に基づいた整備中心で

あると考えた。さらに、昭和 61 年の同区間の改修計画

案から現計画策定までの間に、改修計画案が複数発表

されている。よってこの間は、同区間の改修計画につ

いての議論が活発だったと考えられる。そこで、現計

画以前を改修計画案発表前と発表から現計画までとに

分けた。また、今江氏へのヒアリングでは「昭和 40

年代後半に自然保護審議会という組織があり、市街部

の白川改修について議論した」と述べられている。そ

れらを踏まえ同区間の経緯全体を、第一期（昭和 40

年前半以前）、第二期（昭和 40 年代後半〜昭和 61 年改

修計画発表）、第三期（昭和 61 年改修計画発表〜平成

14 年の現計画策定まで）、第四期（平成 14 年現計画策

定〜現在まで）の計 4期に区分した。	 

4.おわりに	 

	 2 章では白川全体に関わる整備計画を詳しくみるこ

とで、白川整備の実態について整理する。さらに、3

章では 4 期に区分した時代ごとの特徴を述べ、4 章で

は白川改修に関する委員会や緑保全を訴える住民組織

と緑の区間改修計画案の関係について述べ、緑が保全

されるようになった要因を述べる予定である。	 

\
��

Z%ÄÊ ÈÁÄÈq6

Z%ÄË

Z%ÅÃ

Z%ÅÄ vq

Z%ÅÇ Y�me¨

Z%ÅÈ

Z%ÅÉ vq

Z%ÅÊ vq

Z%ÅË
Vs?u�
C

Z%ÆÂ vq
Vs?uX
�

.�me¨

Z%ÆÄ �?Ý��
s?Q4

Z%ÆÆ

Z%ÆÈ

Z%ÆË

Z%ÇÆ

Z%ÇÇ ÊÁÅÂq6

Z%ÇÉ É`Ìvq

Z%ÇÊ

Z%ÈÂ

Z%ÈÃ

Z%ÈÅ

FMÃ

FMÄ ÉÁÄq6

FMË s?uTn

�
?
P
�
0
&
�

FMÃÂ

FMÃÃ »x¢6

FMÃÄ

FMÃÅ

FMÃÆ

FMÃÇ

FMÃÈ

FMÃË ÉÁÉq6

FMÄÄ

FMÄÆ ÉÁÃÄq6

�
�
a

�
{
�


8
¬
�

�
�
a

#=Û¼��(Ö3M

�p
��

u�H

�
?
w
+
�
p
0
&
�

�
?
B
�
²
]
¤
ç
£
q
j
¦
�

�
?
B
�
²
T
�
�
¬
�

ÍÎ���?mi�@

;>)�Rq¯@
3�

�?q�@
5X,c¥�è;>Ñ� Ñº�Ñ1¹
)�Ý�-@
Ñ�2Ñ1¹Ñ.r)�Ý|o-@

ÑmiÝT��®×@
ÔàÞq ²Ý=�é

�
�
a

�
'
a

�?q�s?U�¥�è�JlÜÅÂG¶ÛÔÒØ�
³åæÝI¨Ñ�-ÑB�²s=S��ã5XéÑÍÎ
���?miT�
k�OèFMÄÄGßÙé

�K:�|4�¶è�*m�½�m¶Ý�ÃÂÁÇÏÐé
ÝU�è�-Ñ=ÑB�²s=S��é�OÑ�
m�@

�?q�s?U�¥�

�me_
k�OèFMÃÇGßÙé

�?q�s?U�,cW´

T�¥�h�¡è^4T
�hé

T�¥�h�¡

�
?
s
?
L
«
�

¼
�
�
(
Ú
�
?
Ý
]
¤
ã
�
Ó
â
�

�Ý�¶
�$ �?ÝU�¥�!Þ@


�Ý�¶Ý�d


Å`Ì�?�°s?T�¥�

Y�mw�çY�mm"
�E

�?q�T�,c¥�è1¹Ñ.r)�Ý|o-@

ÑmiT�@
Ñ;>)�Rq¯@
!Þq ²
�°@
�O¾ë1¹Ñ.r)�Ý|o-@
Ñmi
T�@
Ñ;>)�Rq¯@
èZ%ÅÉGßÙéÑ!
Þq ²Ý=�ì

�?U�·
±Ý0&�

�u��7<Ýcg�[nµ/è}têÇÊÅ�D�Ñ
Z%ÈÃGßÙé

q6

�³åæ	�ªf

�?�°s?T�¥�

�³åæ5X¥�ªf�O

Å`ÌTn�?q�@
5X,c¥�Ñ�?y~z6
|��K
kèZ%ÈÂGßÙÑA=ê��9)�À�
2)�Ñ#=ê�"9)�À�cb)�é

#=ÄäNÕá�q

#=-¸3M

�³åæI¨
k�O

�?y~z6|��K
k��

�u��7<Ý[n

T�¥�hè©hÃçÄ¿

T�¥�hè©hÄ�n
hé

T�¥�h

T�¥�h�¡

A
§
0
&
�
Ý
�
²
�
�

�K:�|4�¶ÝU�


	headerL647: IV-049
	headerR647: 土木学会西部支部研究発表会 (2013.3)
	NextPage647: -647-
	headerL648: IV-049
	headerR648: 土木学会西部支部研究発表会 (2013.3)
	NextPage648: -648-


